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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極に挟持される発光層を有する面状発光素子と、前記面状発光素子へ供給する電流を
所望の電流値に制御する電流制御手段と、商用電源が所望の機能を果たさない非常時にお
いて前記電流制御手段に電流を供給する非常用電源とを備える表示装置において、
　前記面状発光素子は、発光層の種類の異なる複数の面状発光素子から構成され、
　前記複数の面状発光素子は少なくとも２以上のグループに分けられており、前記電流制
御手段は、前記非常用電源によって動作するとき、前記各グループに属する面状発光素子
の発光タイミングを相互にずらして点滅発光させ、
　前記電流制御手段は、前記非常用電源の使用時において前記各グループに属する面状発
光素子に対して供給する電流のピーク値と、通常時において前記面状発光素子に供給する
電流のピーク値とが略等しくなるように電流を供給し、
　且つ、一の色の面状発光素子に対して電流供給する期間を、他の色の面状発光素子に対
して電流供給する期間より長くすることで、前記複数の面状発光素子の各発光効率に応じ
て電流供給する期間を調節することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記電流制御手段は、前記複数の面状発光素子のグループ毎に接続された複数の電流制
御部から構成され、前記複数の電流制御部は、前記非常用電源によって動作するときに、
前記各グループに属する面状発光素子の発光タイミングを相互にずらして点滅発光させる
ことを特徴とする請求項１記載の表示装置。
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【請求項３】
　前記非常用電源が動作するときには、前記複数の電流制御部が前記面状発光素子に対し
て供給する電流のタイミングをＰＷＭ信号を用いて制御するタイミング制御手段をさらに
備えることを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記非常用電源が動作するときには、前記電流制御手段から供給される電流の出力を、
前記各グループに属する面状発光素子ごとに切り替えて電流を供給する負荷選択手段をさ
らに備えることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の表示装置を備えることを特徴とする誘導
灯。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬパネルを用いた表示装置及び誘導灯に関し、特に停電等の非常用電
源の使用時における有機ＥＬパネルを用いた表示装置及び誘導灯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、停電等の非常時に誘導灯が消灯されることがないように、例えば、商用電源
の供給を受けて二次電池を充電する充電回路とを備えて、停電時は二次電池から電力供給
を受けて発光ダイオードに点灯電力を供給する誘導灯がある（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　また、図１３に示すように、近年、薄型で、更に長寿命が期待される有機ＥＬ（Electr
o Luminescence）等の面状発光素子１３３を誘導灯パネル１３２のバックライトとして用
いた有機ＥＬ素子誘導灯１３１が開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　そして、これらの発光ダイオードや有機ＥＬパネルを用いた非常用誘導灯においては、
停電等の非常時において、非常用電源の消耗が早く長時間点灯できないという問題を防止
するために、発光素子である発光ダイオードや有機ＥＬパネルに流す電流を低減させて停
電時の輝度低減によって非常用電源の消耗を抑える方法がある。
【０００５】
　この場合、有機ＥＬパネルや発光ダイオードを一定の光出力で点灯させる場合に比べて
消費電力を低減することが可能になり、また、非常時の点灯時間を同程度とした場合は二
次電池の電池容量を小さくできコストダウンを図ることができる。
【０００６】
　しかしながら、特に有機ＥＬ素子を用いた誘導灯においては、従来のように非常時にお
いて単純に発光層への直流電流値を低減させると、有機ＥＬの発光素子の特性によって定
格電流を流した際の発光色と異なる色での発光してしまうという問題がある。
【０００７】
　そして、非常用誘導灯の場合には「緑色と白色の二色を用いて人が避難するマーク」で
の発光と定められているために、特に非常用誘導灯では緑色と白色とが本来発色すべき色
の範囲から外れたり、緑色と白色とのコントラストが悪くなるという問題を避ける必要が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００９－１８７８４５号公報
【特許文献２】特開２００８－１６５３３７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上記従来の課題に鑑みてなされたものであり、非常用電源の使用時において
、有機ＥＬパネルの発光色や視認性を保ちながら、より非常用電源の電力消耗を抑えた表
示装置及び誘導灯を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために請求項１の発明は、電極に挟持される発光層を有する面状発
光素子と、前記面状発光素子へ供給する電流を所望の電流値に制御する電流制御手段と、
商用電源が所望の機能を果たさない非常時において前記電流制御手段に電流を供給する非
常用電源とを備える表示装置において、前記面状発光素子は、発光層の種類の異なる複数
の面状発光素子から構成され、前記複数の面状発光素子は少なくとも２以上のグループに
分けられており、前記電流制御手段は、前記非常用電源によって動作するとき、前記各グ
ループに属する面状発光素子の発光タイミングを相互にずらして点滅発光させ、前記電流
制御手段は、前記非常用電源の使用時において前記各グループに属する面状発光素子に対
して供給する電流のピーク値と、通常時において前記面状発光素子に供給する電流のピー
ク値とが略等しくなるように電流を供給し、且つ、一の色の面状発光素子に対して電流供
給する期間を、他の色の面状発光素子に対して電流供給する期間より長くすることで、前
記複数の面状発光素子の各発光効率に応じて電流供給する期間を調節することを特徴とす
るものである。
【００１１】
　請求項２の発明は、請求項１記載の表示装置において、前記電流制御手段は、前記複数
の面状発光素子のグループ毎に接続された複数の電流制御部から構成され、前記複数の電
流制御部は、前記非常用電源によって動作するときに、前記各グループに属する面状発光
素子の発光タイミングを相互にずらして点滅発光させることを特徴とするものである。
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項２記載の表示装置において、前記非常用電源が動作するとき
には、前記複数の電流制御部が前記面状発光素子に対して供給する電流のタイミングをＰ
ＷＭ信号を用いて制御するタイミング制御手段をさらに備えることを特徴とするものであ
る。
【００１３】
　請求項４の発明は、請求項１記載の表示装置において、前記非常用電源が動作するとき
には、前記電流制御手段から供給される電流の出力を、前記各グループに属する面状発光
素子ごとに切り替えて電流を供給する負荷選択手段をさらに備えることを特徴とするもの
である。
【００１５】
　請求項５の発明は、請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の表示装置を備えるこ
とを特徴とする誘導灯である。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１の発明によれば、非常用電源の使用時には、面状発光素子の属するグループ毎
に発光タイミングをずらして点滅制御できるために、面状発光素子の発光色の変化を防止
し、また全面を発光させる場合に比較して、確実に非常用電源の電力消耗を抑え、より長
期間発光できる表示装置とできる。また、通常時と非常時とで面状発光素子に対して供給
する電流のピーク値を略同じとすることにより、電力の消耗を抑えることができる。さら
に、発光素子の各発光効率に応じた期間で点滅発光させることができ、誘導灯の視認性を
低下させることなく、より低消費電力化を図ることができる。

【００１７】
　請求項２の発明によれば、複数の電流制御部を用いて、非常用電源の使用時には、所定
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の電流制御部に接続した面状発光素子の属するグループ毎に発光タイミングをずらして点
滅制御できる。
【００１８】
　請求項３の発明によれば、電流制御手段は、ＰＷＭ信号を用いて接続した複数の面状発
光素子に電流のパルス信号を送り、各グループに属する面状発光素子を点滅制御できる。
【００１９】
　請求項４の発明によれば、負荷選択手段を用いることで、１つの電流制御手段の構成に
おいても各グループに属する面状発光素子を選択的に点滅発光できるため、電流制御手段
に要する電力を抑制して、より省電力化を図った表示装置とすることができる。
【００２１】
　請求項５の発明によれば、非常時において、発光色を維持しつつ、所定グループに属す
る面状発光素子を交互に点滅させて、より省電力化を図った有機ＥＬパネルを用いた誘導
灯を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態１に係る有機ＥＬ表示パネルを用いた表示装置の分解斜視図
。
【図２】（ａ）は本発明の実施の形態１に係る表示装置に用いられる有機ＥＬパネルの発
光素子と点灯回路の説明図、（ｂ）は有機ＥＬパネルの断面図。
【図３】本発明の実施の形態１に係る表示装置の機能ブロック図。
【図４】本発明の実施の形態１に係る表示装置において、非常時における電流制御部及び
非常用電源の電源出力の説明図。
【図５】非常時に電流ピーク値を変更させた場合の電流制御部及び非常用電源の電源出力
の説明図。
【図６】非常用電源で動作しているときの表示装置の表示例を示す図。
【図７】本発明の実施の形態１に係る表示装置の動作手順を示すフローチャート。
【図８】本発明の実施の形態１の変形例１に係る表示装置の機能ブロック図。
【図９】変形例１に係る電流制御部からのタイミング制御信号の例を示す図。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る表示装置の機能ブロック図。
【図１１】本発明の実施の形態２に係る表示装置の負荷選択部の動作説明図。
【図１２】本発明の実施の形態２に係る表示装置の動作手順を示すフローチャート。
【図１３】従来の有機ＥＬ発光素子を用いた誘導灯の外観図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１に係る表示装置及び誘導灯について図面を参照して説明する。図
１（ａ）に示すように、表示装置１は、有機ＥＬパネル１０と器具本体部１１とから構成
される。
【００２４】
　有機ＥＬパネル１０は、発光素子として有機ＥＬを用いて「緑色と白色の二色を用いて
人が避難するマーク」を発光させて非常時用の誘導灯として用いられる。なお、表示装置
１には液晶パネルに用いるＬＥＤ方式のように導光板が不要なので薄型な構成とできる。
また、器具本体部１１のボックス１１ａ内には、非常用電源や非常時において有機ＥＬパ
ネル１０の緑色と白色の発光を制御するための電流制御部等が納装されている。なお、図
１（ｂ）は表示装置を誘導灯として使用する場合の外観である。
【００２５】
　次に、有機ＥＬパネルの構造に関して図２を参照して説明する。図２（ａ）に示すよう
に、有機ＥＬパネル１０は、有機化合物を含む面状の発光層２１が表示面側の面状陽極電
極２２と面状陰極電極２３の間に挟持され構成されている。有機ＥＬパネル１０は、定電
流源２４からの直流の電圧を陽極取出し部２２ａ及び陰極取出し部２３ａに印加すること
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によって、発光層２１に含まれる有機化合物の励起子を発生させ、この励起子が基底状態
に戻るときに放射される光を外部に取り出すものである。
【００２６】
　図２（ｂ）は有機ＥＬパネル１０の断面図に示し、例えば表示面側である透明ガラス２
５、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide：酸化インジウムスズ）等で形成された透明電極である面
状陽極電極２２、緑色の発光層２１ａと白色の発光層２１ｂとが同一層に形成された発光
層２１、及び面状陰極電極２３から構成される。
【００２７】
　このように、有機ＥＬパネル１０の発光層２１は発光色の異なる緑色の発光層２１ａ及
び白色の発光層２１ｂが同一平面状に形成され、発光色に応じて別々の電流制御部に接続
されている。この構成により、表示装置１は、有機ＥＬパネル１０の緑色の発光面の形状
を例えば人の形にして、人の形のみを緑色に光らせたり、緑色と背景部分の白色とを交互
に点滅発光させることが可能となり、緑色と白色の点滅発光による視認性の高い誘導灯を
実現できる。
【００２８】
　なお、本実施の形態１においては、緑色と白色とで説明するが面状発光素子の色はこれ
に限られるものではない。また、図２（ｂ）の有機ＥＬパネル１０の断面構造は一例であ
り、電子輸送層、正孔輸送層その他の層が形成されている構成とすることもできる。
【００２９】
　次に、本実施の形態１に係る表示装置１の機能構成に関して図３を用いて説明する。表
示装置１は、交流電源３０、ＡＣ／ＤＣ変換部３１、充放電部３２、非常用電源３３、電
流制御部３４，３５、及び有機ＥＬブロック３６，３７を備える。なお、図３において交
流電源３０からの入力を描いているが、本発明において非常用電源３３への充放電部３２
やＡＣ／ＤＣ変換部３１の構成は必須ではない。
【００３０】
　交流電源３０は、例えば１００Ｖの商用電源である。ＡＣ/ＤＣ変換部３１は、交流電
源３０からの交流の商用電源を定電圧の直流電圧に変換する回路である。充放電部３２は
、非常用電源３３の充電を行うと共に、直流電源を電流制御部３４及び３５に振り分ける
。また、ＡＣ／ＤＣ変換部３１からの電流の入力がない場合には、非常用電源３３から電
流を取り出し、電流制御部３４，３５に振り分ける。
【００３１】
　非常用電源３３は、バッテリー等の二次電池であり、停電等の交流電源３０の使用不能
時に使用される。この非常用電源３３は、通常時において充放電部３２を介して常時通電
され充電された状態になっており、非常時に交流電源の供給が絶たれた場合に電流制御部
３４，３５へ給電する機能を有するものである。
【００３２】
　電流制御部３４，３５は、図示していないがＤＣ－ＤＣコンバータ（例えばシリーズレ
ギュレータやスイッチングレギュレータ）、抵抗、定電流ダイオード等の回路で構成され
る。また、電流制御部３４，３５は、通常時においては交流電源３０を介して有機ＥＬブ
ロック３６，３７に対して所定の電流を流す一方、停電等の非常時において、有機ＥＬブ
ロック３６，３７に対して非常用電源３３からの制御した電流を流す。この電流制御部３
４，３５は、有機ＥＬブロック３６，３７に流れる電流の平均値を調整することで有機Ｅ
Ｌブロック３６，３７の発光量を調光する。
【００３３】
　そして、有機ＥＬブロック３６，３７の輝度は電流の平均値に比例するので、発光色の
変化を抑制するために、電流制御部３４，３５は、例えば電流値を時分割、すなわち周期
Ｔごとに幅ΔＴのパルスを出力するようＰＷＭ（Pulse With Moduration）信号による調
光を行う。なお、電流の振幅を調整する振幅変調でも調光は可能である。
【００３４】
　有機ＥＬブロック３６，３７は、面状発光素子である有機ＥＬを用いた発光層を有し、
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有機ＥＬブロック３６は白色の面状発光素子（即ち、ＲＧＢ全ての発光層が形成）、有機
ＥＬブロック３７は緑色の面状発光素子（即ち、Ｇの発光層が形成）から構成される。
【００３５】
　また、有機ＥＬブロック３６，３７は、通常時にはプラス電極とマイナス電極とを電流
制御部３４，３５に接続して電流の供給を受ける一方、非常時には電流制御部３４，３５
における電流制御に応じて交互に点滅される。
【００３６】
　次に、非常時における電流制御部３４，３５、及び非常用電源３３の電源出力を図４を
用いて説明を行う。図４では、非常時における電流制御部３４の電源出力４１、電流制御
部３５の電源出力４２、及び非常用電源３３の電源出力４３を示している。
【００３７】
　通常時において、有機ＥＬブロック３６，３７に対応する白色と緑色の各面状発光素子
は、交流電源３０からの電源供給によって、所定の電流Ｉ１及びＩ２にて定格点灯されて
いる。一方、停電等の非常時においては、非常用電源３３を電源として、図４の４１及び
４２に示すように、緑色の発光面と白色の発光面とでタイミングをずらして交互に電流を
供給することで有機ＥＬブロック３６，３７の発光色を変化させることなく交互に点滅点
灯させる。
【００３８】
　また、有機ＥＬブロック３６，３７の輝度に関して説明すると、図４に示すように電流
制御部３４，３５は、有機ＥＬブロック３６，３７の輝度を０．５倍、発光素子に供給す
る電流の平均値を概ね０．５倍となるように、ＰＷＭ信号による負荷制御によって出力を
調整する。
【００３９】
　また、本実施の形態１に係る表示装置では、図４に示すように、電流のピーク値を通常
時と非常時とで同じとしている。そして、この電流ピーク値の制御は、電流制御部３４，
３５が行うのではなく、例えば回路に設けた固定抵抗による電流制御でもよい。このこと
で、電流供給中の電流ピーク値を一定に保つ制御を通常時と停電時で共通とでき、また通
常時と非常時における電流供給時の振幅値等が一定になるため、過不足ない定格の部品等
を使用することができる。また、通常時と非常時の電流ピークを同等の値とするのみでな
く、より一層の消費電力削減のために非常時の電流ピーク値を通常時より下げても構わな
い。
【００４０】
　図５は、非常時に電流ピーク値を変更させた場合の電流制御部３４，３５、及び非常用
電源３３の電源出力の説明図である。そして、図４と図５に示す電流ピーク値を非常時と
通常時とで変更させない場合とでの発光効率を比較する。なお、ここでは非常用電源３３
の出力インピーダンスや出力調整部までの配線の抵抗成分をまとめて抵抗Ｒとして計算す
る。
【００４１】
　ここで、Ｉ１の出力電流を得るときに抵抗Ｒ（Ω）を流れる電流をＩ１ｉ（Ａ）、Ｉ２

の出力電流を得るときにＲを流れる電流をＩ２ｉ（Ａ）と定義して、消費電力Ｐ（Ｗ）を
算出すると、図４の場合は（式１）となり、図５の場合は（式２）となる。
　Ｐ（６）＝０．５×Ｒ×Ｉ１ｉ

２＋１／２×Ｒ×Ｉ２ｉ
２・・・（１）

　Ｐ（７）＝０．５×Ｒ×（Ｉ１ｉ＋Ｉ２ｉ）２・・・（２）
【００４２】
　従って、図４と図５の消費電力を比較するため（式３）を算出する。
　Ｐ（７）－Ｐ（６）＝０．５×Ｒ×（Ｉ１ｉ×Ｉ２ｉ）・・・（３）
【００４３】
　このように、緑色と白色の発光素子の輝度は同じであるにもかかわらず、図５の場合よ
り図４の電流制御の方が消費電力のロスが小さく、２次電池の消耗を抑えることができる
ことが分かる。従って、面状発光素子に負荷される平均電流値は同じであるが、面状発光
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素子の色の異なる各グループを同じタイミングで間歇点灯させる場合に比して、電流ピー
クを同じとする方が消費電力が小さく、ロスが少なくなることが分かる。
【００４４】
　次に、図６を参照して非常用電源で動作しているときの表示装置１における表示例を説
明する。図６（ａ）は、緑色の発光素子６１のみの発光時、図６（ｂ）は、白色の発光素
子６２のみの発光時を示す。表示装置１では、非常時において、有機ＥＬパネルの緑色の
面状発光素子６１及び白色の面状発光素子６２が交互に点滅する。このため、誘導灯の省
電力化を図ると共に、人の視認性を低下させない。
【００４５】
　次に、本実施の形態１に係る表示装置１の動作手順を示す図７を用いて説明する。最初
に、電流制御部３４，３５は、非常用電源の使用中か否かを所定信号入力により判定する
（Ｓ７１）。次に、信号が確認された場合には（Ｓ７１でＹｅｓ）、電流制御部３４，３
５は、緑色と白色とでグループ分けされた面状発光素子へ、ＰＷＭ制御された間欠的なパ
ルス信号を用いて制御された電流を送信する（Ｓ７２）。このことで、非常用誘導灯では
緑色と白色との点滅が開始される。一方、信号が確認されていない通常の場合には（Ｓ７
１でＮｏ）、電流制御部３４，３５は、特に制御を開始しない。
【００４６】
　そして、非常用電源の使用中止か否かを確認して（Ｓ７３）、使用中止の場合には（Ｓ
７３でＹｅｓ）、再度Ｓ７１以下の処理に戻り、使用が中止されていない場合にはＳ７２
の処理を行う。
【００４７】
（第１の変形例）
　本実施の形態１の第１の変形例について、図８の本変形例に係る表示装置８の機能ブロ
ック図を参照して説明する。本変形例では、図３に示す表示装置１の機能構成に加えて、
タイミング制御部８１を設けることを特徴とする。
【００４８】
　タイミング制御部８１は、有機ＥＬブロック３６，３７の調光負荷のため、非常用電源
３３の使用時には例えばＰＷＭ信号を電流制御部３４，３５に対して送信することで交互
に電流供給を行うようにトリガを与える。
【００４９】
（第２の変形例）
　本実施の形態１の第２の変形例について、図９を参照して説明する。本変形例では面状
発光素子への電流の負荷期間を消費電力の異なる発光色に応じて変更するものである。
【００５０】
　図９は、電流制御部からのタイミング制御信号の例を示し、図９の９１に示すように白
色の面状発光素子に対して電流供給する期間を、９２に示す緑色の面状発光素子に対して
電流供給する期間より長くしている。なお、緑色の発光効率は約７０lm/W、白色の発光効
率は約２０lm/Wである。
【００５１】
　なお、有機ＥＬパネルの調光の度合いとして、非常用電源の電流の負荷が５０%以下で
あれば、両方の発光素子に電流を供給することのないようにタイミングをずらすことが可
能であり、電流の５０％以上の負荷による輝度が必要な場合は、同時に供給する期間を可
能な限り短くすることで電力消費を極力抑えることができる。
【００５２】
　以上の説明のように、本実施の形態１に係る表示装置１において電流制御部３４，３５
は、非常用電源の使用時に、緑色と白色のグループに分けられた有機ＥＬブロック３６，
３７を点滅発光させるようＰＷＭ制御等を行う。このため、表示装置１は、非常時におい
ても通常時と同程度のピーク電流で発光色を維持しつつ、緑色と白色と発光素子の発光タ
イミングを相互にずらして点滅発光させることが可能となる。従って、表示装置１は、非
常時において、誘導灯の視認性を低下させることなく、より低消費電力化を図ることがで
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きる。
【００５３】
（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２に係る表示装置について図１０乃至１２を参照しながら説
明を行う。
【００５４】
　表示装置１００は、電流制御部１０１を共通とし、また電流を供給する発光素子をスイ
ッチ素子等によってタイミングをずらして切り替える負荷選択部１０２を設けている。な
お、上記実施の形態１に係る表示装置と同じ処理部には同じ符号を付し、その説明は省略
する。
【００５５】
　次に、負荷選択部１０２の動作を図１１を参照して説明する。この負荷選択部１０２は
、停電時にはスイッチ素子Ｓ１、及びＳ２を用いて、電流制御部１０１からの電流供給先
の発光素子を図１１の１１１に示す白色の有機ＥＬブロック３７と１１２に示す緑色の有
機ＥＬブロック３８と交互に間欠的に切り替える。なお、負荷選択部１０２は、面状発光
素子の切り替えのタイミングと同時に、電流の負荷値を制御することも可能である。
【００５６】
　そして、本実施の形態２に係る表示装置１００の動作手順を図１２を参照して説明する
と、最初に、負荷選択部１０２は、非常用電源の使用中か否かを所定信号入力により判定
する（Ｓ１２１）。
【００５７】
　次に、信号が確認された場合には（Ｓ１２１でＹｅｓ）、負荷選択部１０２は、緑色と
白色とでグループ分けされた面状発光素子への負荷選択の切り替え処理を行う（Ｓ１２２
）。このことで、非常時では緑色と白色との点滅が開始される。一方、信号が確認されて
いない通常の場合には（Ｓ１２１でＮｏ）、負荷選択部１０２は、特に制御を開始しない
。
【００５８】
　そして、非常用電源の使用中止か否かを確認して（Ｓ１２３）、使用中止の場合には（
Ｓ１２３でＹｅｓ）、再度Ｓ１２１以下の処理に戻り、使用が中止されていない場合には
Ｓ１２２の処理を行う。
【００５９】
　以上の説明のように、本実施の形態２に係る表示装置１００は、負荷選択部１０２を設
けたので、発光色に基づいてグループ分けされた有機ＥＬブロック３６，３７の発光タイ
ミングを相互にずらすように点滅発光させることができる。また、表示装置１００は、１
つの電流制御部１０１、すなわち複数の電流制御部を要しないため電流消費を抑制できる
。
【００６０】
　なお、本発明は、上記実施の形態の構成に限られず、発明の趣旨を変更しない範囲で種
々の変形が可能である。例えば、各実施の形態の説明においては、発光素子として有機Ｅ
Ｌ発光素子を用いているが、無機ＥＬ発光素子、発光ダイオード、他の直流電流の供給に
よって点灯するものに対しても適用可能である。
【００６１】
　また、本発明に係る表示装置及び誘導灯に用いる発光色に応じて有機ＥＬパネルの点灯
制御は特に非常用電源の使用時に限定されるものではなく、停電等が発生していない通常
時においても適用可能である。
【符号の説明】
【００６２】
　１，８，１００　表示装置
　１０　有機ＥＬパネル
　１１　器具本体部
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　２１　発光層
　２２　面状陽極電極
　２３　面状陰極電極
　２４　定電流源
　２５　ガラス
　３０　交流電源
　３１　ＡＣ／ＤＣ変換部
　３２　充放電部
　３３　非常用電源
　３４，３５，１０１　電流制御部
　３６，３７　有機ＥＬブロック
　８１　タイミング制御部
　１０２　負荷選択部

【図１】 【図２】
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【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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